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研究成果の概要（和文）：　本研究では、OECD DeSeCoのコンピテンス概念を始めとする能力と評価をめぐる新しい理
論が、学校現場での教育実践研究と大学での教員養成にどのような影響を与えているかを明らかにした上で、その知見
を活かした新たな教育実践研究と教員養成の方法論を提案し、実践を行った。この実践研究を通して、「協働的な省察
的探究としての評価」、「実践コミュニティの変容過程としてのカリキュラム」、「熟議的コミュニケーションとして
の評価」といった新たな視点を提起するに至っている。

研究成果の概要（英文）：This study examined how the new theories of competence and assessment such as 
OECD DeSeCo’s concept of competence influence research on educational practice in schools and teacher 
education in universities, and suggested and practiced the new methodology of research on educational 
practice and teacher education based on those findings above. This study came to suggest some new 
theoretical perspectives: (1) assessment as collaborative and reflective inquiry, (2) curriculum as 
transformative process of communities of practice, and (3) assessment as deliberative communication.

研究分野： 教育方法学
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１．研究開始当初の背景 
 OECD が 2000 年から 3 年ごとに実施して
いる国際リテラシー調査 PISA（Programme 
for International Student Assessment）を契
機に、日本の教育現場では、それまでの「学
力」に代わる新たな能力概念として「リテラ
シー」という言葉が盛んに用いられるように
なっていた。また、2003 年以降、PISA の理
論的基盤にもなっているDeSeCo（Definition 
and Selection of Competencies: Theoretical 
and Conceptual Foundations）プロジェクト
の 「 キ ー ・ コ ン ピ テ ン シ ー （ Key 
Competencies）」にも衆目が集まるようにな
っていた。特に 2008 年の学習指導要領改訂
に向けての議論の中で、DeSeCo の「キー・
コンピテンシー」は、「生きる力」という日
本独特の能力概念を意味づけるものとして
も紹介されており、PISA の「リテラシー」
と同様、日本の教育課程改革とその実現に向
けた学校現場での教育実践研究に多大な影
響を与えていた。 
 この OECD の能力観を受けた取り組みは、
「PISA 型」という名前を冠して多くの学校
現場で取り組まれていた。たとえば、PISA
の読解リテラシーを実現することを目指し
た「PISA 型読解力」に向けた取り組みは、
国語以外の全教科で取り組まれ、「PISA 型読
解力」に向けて教育課程全体を組み替えてい
る学校現場も見られた。 
 しかしながら、このような「PISA 型」を
標榜する取り組みを詳細に分析してみると、
実現しようとする能力の中身は PISA の「リ
テラシー」や DeSeCo の「キー・コンピテン
シー」を意識したものになっていながら、そ
こで想定されている能力評価の枠組みは、
「コンピテンスのホリスティックモデル」と
呼ばれるDeSeCo独特の能力概念と大きく異
なっている場合があった。DeSeCo では、能
力を、状況や文脈に依存する機能面から関係
論的に捉えるアプローチが採られており、
「○○力」という日本語でイメージされる、
文脈独立的な実体として能力を捉えるアプ
ローチとは一線を画していることに注意を
向ける必要がある。一方で、「PISA 型」を全
く標榜していないにもかかわらず、その実践
研究の方法論に目を向けると、DeSeCo の能
力概念と共通する枠組みを持った学校の実
践研究も見られた。 
 このような状況を考えると、たとえば「キ
ー・コンピテンシー」の実現を目指した取り
組みを見た場合、教育目標としてどのような
能力の形成が目指されているのかというこ
とと同時に、それがどのような能力評価の枠
組みの中で実践されているものなのかを問
う必要が出てくる。この両方の視点がないと、
育もうとする能力は新しいものでありなが
ら、その取り組みを規定する枠組みは古いま
まで、実践に矛盾を来すことになるからであ
る。 
 しかしながら、実践を規定する能力評価の

枠組みは表面的には見えにくく、それゆえ実
践者も無自覚になっている場合が多い。そこ
で実際の学校での教育実践研究に目を向け、
そこに内在している能力観・評価観をどう検
討していくかが、まず本研究での大きな課題
となった。そして、DeSeCo のコンピテンス
概念のような新しい能力概念を踏まえると、
今後どのような教育実践研究の方法論が必
要になるのかを明らかにすることも課題と
なった。その学校の教育実践研究の方法論が、
能力形成の在り方を大きく規定するからで
ある。さらに本研究では、新しい能力概念を
踏まえた教育実践研究を担える教師を養成
するために、大学の教員養成でどのような取
り組みが必要となるのかという視点からの
実践提案を行うことも課題とした。新たな実
践研究の方法論が見いだされても、それを遂
行できる専門的力量を備えた教師がいなけ
れば、実践現場での成功は望めないからであ
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、PISAの「リテラシー」やDeSeCo
の「コンピテンス」「キー・コンピテンシー」
を始めとする能力と評価をめぐる新しい概
念が、学校現場での教育実践研究と大学での
教員養成にどのような影響を与えているか
を明らかにした上で、その知見を活かした新
たな教育実践研究と教員養成の方法論を提
案し、実践することを目的としていた。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず DeSeCo 以後の能力概念
の理論的検討を行った。DeSeCo の一連の報告
書や関連資料を手がかりに、DeSeCo のコンピ
テンス概念そのものと、その背後にある能
力・発達・学習・評価の理論の再検討を行っ
た上で、それぞれの理論が以後どのように進
展しているのかを検討した。 
 また、この能力概念の理論的検討を通して
得られた視点を手がかりに、既存の学校にお
ける教育実践研究の方法論の検討を行い、事
例ごとにその特徴を整理することを試みた。
ここで事例としたのは、日本においては、
「PISA 型」を標榜していないが特徴的な能力
観・評価観を有している学校の教育実践研究
である。また海外においては、主に「コンピ
テンシーに基づく教育（competency-based 
education）」を意識した取り組みを行ってい
る学校の教育実践研究である。事例検討にあ
たっては、まず学校内で蓄積されている実践
記録の叙述構造を分析し、実践の記述方法の
特徴から、その学校の教育実践研究の方法論
の特質を抽出することを試みた。このとき、
事例として挙げる実践者に対して面接を行
うと共に、その学校で実際に行われている授
業研究を始めとする教育実践研究に参加す
る形でのフィールドワークを行うことで、デ
ータの補強を図った。 
 さらに、これらの成果を活かして、研究代



表者が担当している教員養成プログラムの
中で、新しい能力概念を踏まえた枠組みでの
実践を行い、それぞれについて詳細な事例検
討を行った。ここで焦点としたのは、DeSeCo
「キー・コンピテンシー」の中核にも位置付
い て い る 「 省 察 性 （ reflectiveness, 
reflectivity）」の発達をどのように評価・
記述するかという点である。コンピテンシー
一般に言えることであるが、特に「省察性」
に関わる能力は状況ごとに必要となる知
識・技能・態度が異なるため、細分化された
一般的な知識・技能・態度のリストによるチ
ェックでは評価できない。そこで、海外、あ
るいは教育学以外での事例も参照しながら、
「コンピテンスのホリスティックモデル」と
いう DeSeCo 独特の能力概念を考慮した方法
で実践研究を進めた。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果については論文等にまとめ
て公表しているが、特に教員養成の方法に関
して大きな成果を上げることができた。 
 まず、研究代表者の所属機関の教員養成ス
タンダードの特質を、DeSeCo のコンピテンス
概念を手がかりに明らかにした上で、このス
タンダードと連動した教員養成カリキュラ
ム改革実践の特質を、2000 年以降の学習論を
踏まえて明らかにすることができた。この中
で、カリキュラム概念の問い直しも図られる
ようになり、従来の「学習経験の総体、学び
の経験の履歴としてのカリキュラム」から、
「実践コミュニティの変容過程としてのカ
リキュラム」へと拡張した視点でのカリキュ
ラム論を新たに提起するに至った。 
 また、DeSeCo のキー・コンピテンシーの中
核に位置付いている「省察性」に注目し、省
察の深さとその評価について、特に批判的省
察の視点から理論的整理を行った上で、「熟
議的コミュニケーションとしての評価」とい
う新たな視点も提起するに至った。 
 さらに、ATC21S（Assessment and Teaching 
of 21st-Century Skills）の中で強調されて
いる「学習が同時に伴う（concurrent）状況
に埋め込まれた（embedded）変容的な
（transformative）評価」という視点と、上
記の実践研究を通じて提起するようになっ
た「協働的な省察的探究としての評価」とい
う視点との共通点に注目し、新たな学習評価
の在り方をめぐる問題提起も行った。 
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